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●
桑
田
恭
子

（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会
・
佐
伯
区
）

・
平
和

・
中
央
図
書
館
再
整
備

・
高
速
５
号
線

・
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

・
教
育

●
藤
田
博
之

（
市
政
改
革
ク
ラ
ブ
・
佐
伯
区
）

・
市
有
財
産
の
等
価
交
換
と
市
街
地
再

開
発
事
業

●
山
路
英
男

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築

・
小
中
学
校
の
学
校
プ
ー
ル
の
今
後
の

方
向
性

・
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
の
今
後

●
元
田
賢
治

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
南
区
）

・
公
共
交
通
の
在
り
方

・
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

●
碓
氷
芳
雄

（
公
明
党
・
安
佐
南
区
）

・
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を
活
用
し
た
温
暖

化
対
策
の
取
組

・
広
島
市
所
蔵
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
関

係
資
料
の
活
用

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

・
生
産
緑
地
制
度
の
活
用
と
農
業
生
産

資
材
の
高
騰
へ
の
対
応

・
中
央
図
書
館
等
の
再
整
備

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
の
取
組

●
川
口
茂
博

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
芸
区
）

・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
と
安
芸
区
の
ま
ち
づ
く
り

・
21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
環
境
づ
く
り

・
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

・
水
の
都
ひ
ろ
し
ま
に
お
け
る
水
循
環

と
流
域
連
携

問
な
ぜ
、
市
営
基
町
駐
車
場
周
辺

の
再
開
発
事
業
を
実
施
す
る
前
に
、

広
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
と
市
営
基
町

駐
車
場
等
と
の
財
産
交
換
を
行
っ
た

の
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
本
市
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

答
同
地
区
の
再
開
発
事
業
実
施
に

併
せ
て
、
本
市
の
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
原
爆
ド
ー
ム
の
背
景

の
景
観
改
善
を
同
時
に
決
着
で
き

れ
ば
、
紙
屋
町
・
八
丁
堀
地
区
の

都
市
機
能
の
一
層
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
判
断

の
下
、
平
成
30
年
に
本
市
か
ら
商

工
会
議
所
に
対
し
、
商
工
会
議
所

ビ
ル
の
移
転
を
提
案
し
た
。
こ
の

提
案
を
受
け
た
商
工
会
議
所
は
、

自
分
た
ち
の
要
望
を
十
分
に
反
映

し
た
施
設
を
確
実
に
入
手
で
き
る

な
ら
協
力
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
た
め
、
商
工
会
議
所
の
要

市
は
市
民
の
疑
問
に
答
え
よ

問
比
治
山
町
交
差
点
か
ら
松
川
町

交
差
点
ま
で
の
区
間
の
現
況
４
車
線

道
路
の
中
に
、
軌
道
を
敷
設
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
車
線
数
の
減

少
に
よ
る
渋
滞
発
生
や
街
区
道
路
へ

の
侵
入
制
限
等
の
懸
念
が
あ
る
。
そ

の
点
は
ど
う
か
。
ま
た
、
工
事
中
、

地
域
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
大
き
な
渋
滞
の
発
生
は
な
い
と

確
認
し
て
い
る
が
、
整
備
後
に
交

通
上
の
課
題
が
生
じ
れ
ば
、
円
滑

な
交
通
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
。
ま
た
、
街
区
道
路
と
の
出
入

り
に
関
し
て
は
、こ
の
区
間
に
停
留

所
を
１
カ
所
、
軌
道
中
央
部
に
架

線
柱
を
設
置
す
る
計
画
だ
が
、
軌

道
を
横
断
す
る
車
両
へ
の
支
障
は

な
い
。
今
後
、
工
事
中
の
交
通
規

制
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
に

対
し
て
、よ
り
丁
寧
な
説
明
を
行
っ

て
い
く
。

公
共
交
通
の
在
り
方

問
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
を
見
据

え
た
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
や
、
教
員

の
負
担
軽
減
の
た
め
の
民
間
か
ら
の

水
泳
指
導
者
の
派
遣
な
ど
、ハ
ー
ド・

ソ
フ
ト
両
面
で
民
間
活
力
を
活
か
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

問
広
島
原
爆
障
害
対
策
協
議
会
（
原

対
協
）
が
保
有
し
て
い
る
被
爆
者
の

貴
重
な
デ
ー
タ
は
、
今
後
、
原
爆
放

射
線
医
科
学
研
究
所
、
放
射
線
影
響

研
究
所
と
協
力
し
、
共
同
研
究
を

始
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
は
、
プ
ー

ル
改
築
等
の
経
費
が
不
要
に
な
る

こ
と
、
ま
た
、
民
間
指
導
者
の
活

用
は
、
水
泳
授
業
に
係
る
教
員
の

負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
の
利

点
が
あ
る
が
、
施
設
使
用
料
や
指

導
者
へ
の
謝
礼
金
が
必
要
と
な
る

な
ど
の
課
題
も
あ
る
。今
後
、プ
ー

ル
改
築
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、

こ
れ
ら
の
利
点
と
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
も

選
択
肢
に
加
え
て
検
討
す
る
。
あ

わ
せ
て
、
民
間
指
導
者
活
用
の
可

能
性
も
検
討
す
る
。

答
研
究
機
関
同
士
が
共
同
研
究
を

行
う
こ
と
は
、
原
対
協
の
さ
ら
な

る
発
展
に
寄
与
す
る
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
被
爆
の

実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
の
促
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。共
同
研
究
の
実
施
に
向
け
て
、

本
市
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
協
力
が

で
き
る
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

学
校
プ
ー
ル
に
民
間
活
力
を

貴
重
な
財
産
を
今
後
の
た
め
に

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説 問
太
田
川
下
流
部
に
位
置
す
る
本

市
は
、
上
流
部
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、
流
域
自
治
体
と
の

連
携
を
意
識
し
な
が
ら
水
の
都
ひ
ろ

し
ま
を
守
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
本
市
の
考

え
は
。

答
本
市
の
水
循
環
に
大
き
な
役
割

を
担
う
太
田
川
の
環
境
問
題
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
下
流
は
上
流

を
思
い
、
上
流
は
下
流
を
思
う
こ

と
を
忘
れ
ず
、
流
域
自
治
体
が
行

政
区
域
を
超
え
た
連
携
協
力
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
市

で
は
、
源
流
域
に
お
け
る
森
林
整

備
や
生
活
排
水
対
策
等
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
流
域
自
治
体
と
太※

４
田

川
流
域
振
興
交
流
会
議
を
設
置
し
、

健
全
な
水
循
環
の
確
保
に
向
け
た

活
動
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

水
循
環
と
流
域
連
携

問
農
業
生
産
資
材
の
高
騰
は
、
そ
の

上
昇
分
を
野
菜
等
の
価
格
に
転
嫁
で

き
な
い
現
状
の
中
、
農
業
者
の
経
営

を
直
撃
し
て
お
り
、
今
後
の
農
業
を

憂
え
る
声
が
日
増
し
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。こ
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
本
市
農
業
者
の
経
営
に
、
資
材

値
上
が
り
の
影
響
が
出
始
め
て
お

り
、
先
行
き
へ
の
不
安
感
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
土

壌
分
析
結
果
に
基
づ
く
肥
料
の
適

正
使
用
の
指
導
に
力
を
入
れ
る
と

と
も
に
、
国
や
県
の
支
援
策
の
動

向
も
見
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
応

分
を
活
用
し
た
支
援

策
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

問
国
道
31
号
周
辺
の
慢
性
的
な
渋

滞
の
緩
和
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
矢
野

中
央
線
の
早
期
完
成
が
必
要
。
令
和

４
年
度
の
整
備
予
定
と
今
後
の
見
込

み
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
矢
野
中
央
線
の
海
田
町
境
か
ら

南
側
の
未
整
備
区
間
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
完
成
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
現
時
点
で
７

割
と
な
っ
て
い
る
用
地
取
得
の
促

進
を
図
り
、
令
和
７
年
度
中
の

工
事
着
手

を
目
指
し

て
取
り
組

む
。 矢

野
中
央
線
の
進
捗
状
況

問
国
は
令
和
４
年
度
か
ら
の
３
年

間
を
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
認
知
度
向

上
の「
集
中
取
組
期
間
」に
定
め
た
。

今
後
、
本
市
と
し
て
相
談
体
制
の
強

化
等
が
重
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

答
国
が
作
成
し
た
広
報
啓
発
資
料

や
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会
的
認
知

度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
各
区

こ
ど
も
家
庭
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
児

童
相
談
所
等
の
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
相
談
支
援
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
関
係
部

署
が
集
ま
り
検
討
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
を

問
成
年
年
齢
は
、
必
ず
し
も
自
立
で

き
る
年
齢
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な

い
と
思
う
。
18
歳
に
な
る
と
で
き
る

こ
と
・
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
を
詳
し

く
周
知
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
広
報
媒

体
や
学
校
へ
の
出
前
講
座
な
ど
を

通
じ
て
、
積
極
的
な
広
報
・
啓
発

に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
令

和
４
年
度
策
定
予
定
の
第
３
次
広

島
市
消
費
生
活
基
本
計
画
に
、
成

年
年
齢
の
引
き
下
げ
を
踏
ま
え
た

若
年
者
へ
の
消
費
者
教
育
を
盛
り

込
み
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
消
費
生
活
に
お

け
る
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

望
が
反
映
で
き
る
よ
う
再
開
発
事

業
へ
の
参
画
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
手

段
と
し
て
、
財
産
交
換
を
先
行
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
権
者
も

含
め
た
関
係
者
と
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
合
意
が
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
。

財
産
交
換
の
時
期
が
、
再
開

発
事
業
完
了
後
で
あ
っ
た
場
合
、

商
工
会
議
所

ビ
ル
を
取
得

で
き
る
確
約

は
な
く
、
取

得
で
き
な
け

れ
ば
景
観
改

善
も
で
き
な

い
こ
と
と
な

る
。

農
業
生
産
資
材
の
高
騰
へ
の
対
応
を

１ 帯状疱疹
帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルスで起こる皮膚の病気で、神経に炎症を起

こし、皮膚に発疹が現れる。免疫力の低下が発症の原因となる。合併症を引き起こ
したり、皮膚の症状が治まった後も痛みが続いたりすることがある。ワクチンを接
種することで、発症や重症化を予防できる。
２ オープンダイアローグ
フィンランドで実践されている統合失調症患者に対する治療的介入手法のこ

と。患者や家族からの連絡を受けた医療スタッフが患者の自宅を訪問し、繰り返し
の対話を通して症状の緩和を目指す。統合失調症だけでなく、うつ病、引きこもり
などの治療法としても期待されている。
３ 平和首長会議
　核兵器廃絶を目指す世界の都市で構成される国際NGO。1982年に、当時の広
島市長が核兵器廃絶に向けた都市連帯を提唱し、これに賛同する都市により構成
された「世界平和連帯都市市長会議」がはじまり。加盟都市相互の連帯を通じて核
兵器廃絶の市民意識を国際規模で喚起するとともに、飢餓・貧困等の諸問題の解
消、難民問題、人権問題の解決および環境保護のために努力し、世界恒久平和の実
現に寄与することを目的とする。
４ 太田川流域振興交流会議
太田川の水質保全対策を目的として設立された機関「太田川流域市町村水質保

全交流会議」が発展改組され現在に至る。太田川の流域市町が連携して、太田川流
域の振興と交流の推進を図ることを目的としている。

原爆ドームと商工会議所ビル




